
2024-25年度　途中、IMや航空便の遅延などあり、会長の時間としては22回目になり、紹介できたロータ
リアンは19名となりました。今日は、今年度最後の会長の時間となりますので、これまでの復習として、ロー
タリーの歴史順に、ダイジェストで登場人物を絞って、お話しします。
アルファベット順は、トピックス的になり、駄弁も加わり、わかりにくかったと思います。反省、謝罪。
まず、ロータリーの創始者　ポール・ハリスです。
彼の名前は、憶えてください。

5 年歴のある会員が、ポール・ハリスンと言ったことがあります。ハリスです。
ビートルズのポール・マッカートニーとジョージ・ハリスンの混同ですね。
1905年、当時37歳のハリスは、混沌としたシカゴの街で弁護士事務所の顧客のシルベスター・シールを頼っ
て、ガスターバスの事務所をハイラムが同席時に訪ね、その2月23日がロータリーの始まりです。
創設理由は、「寂しかった」からです。
その2週間後に、第5の男、ハリー・ラグルス、のちに親睦の権化、ロータリーソングの父とも呼ばれます。
「奉仕極めれば、親睦に、親睦極めれば、奉仕に」のお話をしたと思います。

同じころ、「稗田の阿礼」と言われる頭脳明晰なチャールズニュートンが入会、当時一業種一名ルール、この御蔭でライオンズCが誕生します。
会員の相互扶助と親睦とを中心に会員数をどんどん伸ばしていくロータリークラブそんな中、ロータリーを否定するドナルド・カーターが登場、ロータ
リーの親睦のみの方向性が変わります。「自分たちのことだけでなく、市民に奉仕をするべきだ」奉仕をクラブ定款に、1908年、新聞売りの少年に、
牧師さんに、公衆便所の設置にクラブ方針の転換に伴い、ポール・ハリスが３代会長に就任。大きく舵を切ります。
1908年、ラグルスの推薦で、「奉仕の哲学」のA・フレデリック・シェルドンとチェスレー・ペリー、（のちにロータリービルダーと言われます）が入会します。
シェルドンは、これまでのロータリーを一変させます。奉仕という文化的概念『He profit most who serves best』 「最も奉仕する者、もっとも報われる」
を提唱しロータリーは拡大していきます。彼は、例会でその報告を誇らしげに行いそれを面白くないと思ったのが、親睦派のハリー・ラグルスです。ク
ラブ例会の雰囲気は大変悪くなり、緩和のためにロータリーソングの慣習が生まれます。
しかし、シェルドンは宣伝拡大委員長を解任、ポール・ハリスも会長を途中辞任。
シカゴRC第一の解散の危機です。
1909年「連合組織構想」でこのピンチを救ったのが、チェスレー・ペリーです。親睦と奉仕の両立という理想を思考し、辞任し自信を失ったポール・
ハリスに「全米RC連合会」の初代会長に推され、このことがロータリーの「寛容」という有名な言葉になりました。ここまでは、原始R
さて、1914-15年度のRI連合会会長のフランク・マルホランド（弁護士）。彼は、奉仕派で「ロータリアンは、例会を通じて心が磨かれるといって奉
仕を解くが、口ほどに金を出さない。」と強烈な一言。また、ロータリーの奉仕について、大きな論争が起き奉仕支持派に付きます。車いすの少年を平
日の昼間、街中で見つけ声掛け身障者が学校へ行けない現実を知り、社会奉仕に目覚めます。
1916-17年年度のRC国際連合会会長、アーチ・クランフは、アトランタ国際大会で「基金を作り、全世界的な規模で、何か良いことをしよう」と呼びかけ、
これがのちの「ロータリー財団」につながります。アーチの理事会メンバー豪華布陣です。
1917年には、またロータリーの新たな胎動が起こります。クラブ財源を使い、身体障害者養護学校設立の運動をエドガー・アレン、通称ダディアレン
が実践。
彼は身体障碍者救援という社会奉仕活動をロータリーに持ち込み、大きな波紋を広げてロータリー分裂の危機を迎える危機となりました。こんなものは、
ロータリーの奉仕ではないという理論派と、これがロータリーの奉仕でなくて、何がロータリーの奉仕だという実践派と真っ二つに分かれ、それぞれの
言い分で交わりませんでした。
その二つの言い分を調和せしめる原理として、決議第23-34号が決議されました。
「ロータリーとは、利己と利他との調和を目的とする人生の哲学である」ロータリーの哲学といえば、1923-24年度　RI会長　ガイ・ガンティカ―です。
1916年アーチ年度の理事時代に「哲学と教育に関する委員会」でロータリー通解「A Talking Knowledge of Rotary」を著し、ロータリーの機構、運営、
活動等についての指針を示し、世界中のクラブ例会運営の基本を理論的に示した。
ガイの話は、九州の移動例会の時、寒河江RCの鈴木一作PDGの話を交えお話ししたのを、クエの料理と一緒に思い出します。
1954-55年度　RI会長　ハーバート・テイラーは、シカゴRCから3人目のRI会長、四つのテストは、ロータリーの基本。
現行はこれに照らしてから、
1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情をふかめるか　4.みんなのためになるかどうか　
これはロータリアンなら暗唱してもらいたいです。特に皆さんにご心配をかけた問題も
現行はこれに照らして　考えれば何も臆することはないのです。
1959-60年度　RI会長　ハロルド・トーマス。私の好きなロータリアンです。
難民の子として生まれ、不遇・貧困な少年時代。兵隊で稼いで家具商になり、入会。
いやいや会長を務め、シェルドンの教えで目覚め、そこからRI会長へ。自著書の「ロータリーモザイク」の中には、84歳になったラグルスとの「ナン
センス」事件など、ロータリーを生きた人のことがよくわかり、また、彼が「世界中の青少年が共に活動できる組織をつくろう」と、2年後のインター
アクトクラブ、8年後のローターアクトクラブ誕生につながる提言をした方です。
米山梅吉は、前回なので2022-23年度　ジェニファー・ジョーンズに一気に飛びます。
イマジンロータリーをテーマにした彼女は、変化を受け入れることは、新しいクラブのモデルを受け入れること、2023年2月26日、「沖縄首里RC」
の誕生と「沖縄首里女性活躍ロータリー衛星クラブ」ののちの誕生のきっかけになったのです。
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沖縄首里RC会長   坂東 隆弘
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沖縄首里ロータリークラブ会報
“ご縁” を紡ぎ、さらに繋ごうロータリーのマジック



例会の様子

クラブアッセンブリー

開会点鐘                    坂東 隆弘 会⻑
ロータリーソング「OSRC の歌」
ビジターゲスト紹介                        司会
会⻑報告の時間               坂東 隆弘 会⻑
幹事報告                   ⼟⽥ 光⼀ 幹事
委員会報告等                    各委員⻑
クラブアッセンブリー                                      司会            
閉会点鐘                     坂東 隆弘

第56回例会 (クラブアッセンブリー )を開催し、
各委員長より 2024-25 年度の活動報告が行われ
ました。

この一年、坂東会長のテーマ「ご縁をつなぎ、
さらに繋ごうロータリーのマジック」のもと、
ネパールへの国際奉仕、地域と連携した花いっ
ぱいプロジェクトなどクラブ内外で多彩な活動
が展開されました。

例会出席や広報の工夫、衛星クラブとの連携に
よる活性化も報告され、ロータリー活動の広が
りと深化を感じる時間となりました。
委員会の枠をこえた連携や、会員増強のための
工夫、青少年奉仕のこれからに向けた取り組み
など、次年度につながる課題やヒントがたくさ
ん共有されました。
1年の活動を振り返り、仲間の頑張りに感謝す
る温かな例会となりました。      

会長所感　坂東 会長
議長所感　新城 議長
クラブ管理運営委員会　田中 委員長
クラブビジョン委員会　大類 委員長
会員増強委員会　石井 委員長
広報公共イメージ委員会　荒木 委員長
奉仕プロジェクト委員会　新城 委員長
職業奉仕委員会　山代 委員長
国際奉仕委員会　宮本 委員長
社会奉仕委員会　榊 委員長
青少年奉仕委員会　大城 委員長
ロータリー財団委員会　伊津 委員長
米山奨学金委員会　岩井 委員長
幹事所感　土田 幹事
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参加者：13名  【うち、会員13名 / 36名 [出席率:36%] 】

次回例会のお知らせ

今後の主な活動・会議

2025 年 7月 4日 ( 金 ) 　山代会長年度の第一例会
2025 年 8月 1日 ( 金 ) 　ガバナー公式訪問例会
可能な限りリアル出席をお願い致します。

出席報告

第57回 例会  「⼭代会⻑年度 第 １ 回例会」
 開催予定⽇時： 2025年 7⽉4⽇（⾦） 19:00〜20:00
 開催⽅式   ： ハイブリッド
 会場 ： なは市⺠活動⽀援センター （なは市⺠協働プラザ内２階・３階）
第58回 例会
 開催予定⽇時： 2025年 7⽉18⽇（⾦） 19:00〜20:00
 開催⽅式       ： オンライン（            ）
第59回 例会  「ガバナー公式訪問例会
 開催予定⽇時： 2025年 8⽉1⽇（⾦） 19:00〜20:00
 開催⽅式   ： ハイブリッド
 会場 ： なは市⺠活動⽀援センター （なは市⺠協働プラザ内２階・３階）
第60回 例会
 開催予定⽇時： 2025年 8⽉22⽇（⾦） 19:00〜20:00
 開催⽅式       ： オンライン（            ）

                                  


